
令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 38,100 15,603 331

R7 256,971

R8 229,332

R9 0

主要事業 管理番号 5 消防体制検討事業

事業概要
まちづくりや人口の状況及び災害の激甚化などを考慮した消防体制の
検討

1 2 1

安全で心安らぐ
優しいまち

消防
消防体制の充実

強化

担当
（部・課・係・副担当）

消防本部 消防総務課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・消防体制検討計画策定
・京都府南部消防指令センター入札事業

・消防体制検討計画策定　新庁舎着工に向け
た財源について協議
・京都府南部消防指令センター整備業務に係
る業者が決定

・消防体制検討計画策定（新庁舎着工に向け
た協議）
・京都府南部消防指令センター協同運用事業
に伴う整備

大事業

01 09 01 04 003

・消防体制検討計画策定（新庁舎着工に向け
た協議）
・京都府南部消防指令センター協同運用事業
に伴う整備
・任意整備

・消防体制検討計画策定
・新庁舎建設に向けての適正地調査
・京都府南部消防指令センター（第１期）運
用開始

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 消防費 消防費 消防施設費 消防施設整備費

65,337 54,034

256,971

229,332

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 5 消防体制検討事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 策定 協議 協議 協議 調査

実績 策定 協議

達成率 100.0% 100.0% － － －

目標 整備 整備 整備 運用開始

実績 整備

達成率 100.0% － － －

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

65,562 54,034 11,528 2.20 5,240

0 0 0

0 0 0

京都府南部消
防指令セン
ター事業

－

令和9年度第1期運用に向
け事業を進める。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

消防体制検討
計画

－

消防体制検討計画の策定
消防新庁舎13年度着工に
向け計画を進める。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上） 事業計画に基づき推進している。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 13,100 89

R7 16,367

R8 16,367

R9 16,367

主要事業 管理番号 6 消防団育成・強化事業

事業概要
消防団員の加入促進、消防に必要な知識技術の習得、小型動力ポンプ
付積載車の更新整備など、消防団組織の充実と育成、強化を推進

1 2 1 ○

安全で心安らぐ
優しいまち

消防
消防体制の充実

強化
II-5

担当
（部・課・係・副担当）

消防本部 消防総務課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・消防操法、礼式訓練等の実施
・自治会への活動内容の説明及び加入促進活
動
・消防学校等へ入校
・小型動力ポンプ付積載車の更新整備

・京都府消防操法大会への出場
・大会出場に向けた消防操法訓練、礼式の実
施
・自治会への加入促進
・消防学校入校
・小型ポンプ付き積載車更新事業（2台）

・消防操法、礼式訓練等の実施
・加入促進活動
・消防学校等へ入校
・小型動力ポンプ付積載車の更新整備

大事業

01 09 01 03 002

・消防操法、礼式訓練等の実施
・加入促進活動
・消防学校等へ入校
・小型動力ポンプ付積載車の更新整備

・消防操法、礼式訓練等の実施
・加入促進活動
・消防学校等へ入校
・小型動力ポンプ付積載車の更新整備

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 消防費 消防費 非常備消防費 消防団活動費

16,367

16,367 13,189

16,367

16,367

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 6 消防団育成・強化事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 93.9 93.9 93.9 93.9 94

実績 77 77

達成率 82.0% 82.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 19 15 15 15 15

実績 8 14

達成率 42.1% 93.3% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 2 2 2 2 2

実績 2 2

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

26,813 13,189 13,624 2.60 5,240

0 0 0

0 0 0

消防団加入促
進活動回数

回

過去の実績（R5：8回）
からの増加を目指す。

小型動力ポン
プ付積載車更
新整備（現有
３０台）

台

更新計画に基づき車両を更
新。R5から小型ポンプを
Ｂ級からＣ級に軽量化を図
る

事業の成果

指標 指標設定の考え方

消防団員数充
足率

％

近隣市町村消防団員充足率
93.9％を目指す。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 4,320

R7 4,778

R8 4,778

R9 4,778

主要事業 管理番号 7 消防資機材充実事業

事業概要
複雑多様化する災害に迅速に対応するため、消防施設や消防資機材の
充実を図り、常備消防力を強化

1 2 1

安全で心安らぐ
優しいまち

消防
消防体制の充実

強化

担当
（部・課・係・副担当）

消防本部 警防課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・消防用ホース購入
・トランシーバー購入
・水難用資器材購入
・訓練人形購入
・自動体外式除細動器　他

・消防用ホース
・トランシーバー購入
・水難用資器材購入
・訓練人形購入
・自動体外式除細動　他を購入し整備した

・消防用ホース購入
・トランシーバー購入
・水難用資器材購入 他

大事業

01 09 01 01 003

・消防用ホース購入
・トランシーバー購入
・水難用資器材購入　他

・消防用ホース購入
・トランシーバー購入
・水難用資器材購入　他

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 消防費 消防費 常備消防費 警防対策費

4,778

4,778 4,320

4,778

4,778

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 7 消防資機材充実事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 9 11 5 11 11

実績 9 11

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

37,332 4,320 33,012 6.30 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

更新計画等に
基づいた機材
の更新及び導
入

種

更新計画等に基づき、現有
資機材の更新及び新機材の
導入を実施する。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 164,800 54,727 33

R7 47,689

R8 47,689

R9 0

主要事業 管理番号 9 消防車両購入事業

事業概要
人口増加や複雑多様化する火災などに迅速に対応するため、更新計画
に基づき消防車両を更新し、常備・非常備消防力を強化

1 2 1

安全で心安らぐ
優しいまち

消防
消防体制の充実

強化

担当
（部・課・係・副担当）

消防本部 警防課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・救助工作車１台更新 ・救助工作車1台を更新し、整備した。

・救急車１台更新(本署２号車）

大事業

01 09 01 04 002

・救急車１台更新(北部救急）

・更新予定なし

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 消防費 消防費 消防施設費 消防車両等購入費

0

233,365 219,560

47,689

47,689

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 9 消防車両購入事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 0 1 1 1 -

実績 － 1

達成率 － 100.0% 0.0% 0.0% －

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

233,708 219,560 14,148 2.70 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

消防車両更新
数

台

消防車両更新計画に基づき
実施

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 12,544 28,869

R7 39,671

R8 56,171

R9 31,894

主要事業 管理番号 10 消防通信指令事業

事業概要
・高機能消防指令システム並びに消防救急デジタル無線の保守点検
・救急安心センター事業

1 2 1

安全で心安らぐ
優しいまち

消防
消防体制の充実

強化

担当
（部・課・係・副担当）

消防本部 通信指令室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・保守点検
・指令センター共同運用に伴う運用方法等の
検討
・救急安心センター事業

・適正な保守点検を実施し、年間を通じてシ
ステムの安定稼働に努めた。
・共同指令センターの整備事業者も決定し、
より具体的な検討が進められた。
・けがや病気で悩んでいる方に医療従事者と
の電話相談を進めることで、安心を与えると
共に救急車の適正利用も図れた。

・高機能消防指令システム並びに消防救急デ
ジタル無線の健全な維持管理
・２４時間体制の救急相談サービスの提供

大事業

01 09 01 04 001

・高機能消防指令システム並びに消防救急デ
ジタル無線の健全な維持管理
・２４時間体制の救急相談サービスの提供

・指令センター【第１期】共同運用開始
・（仮称）新通信指令室運用開始
・２４時間体制の救急相談サービスの提供

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 消防費 消防費 消防施設費 消防施設管理費

他　０１-０９-０１-０１-００３ 救急安心センター事業負担金

31,894

44,238 41,413

39,671

56,171

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 10 消防通信指令事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 － 100 － － －

実績 100

達成率 － 100.0% － － －

目標 － － 100 100 100

実績

達成率 － － 0.0% 0.0% 0.0%

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

78,093 41,413 36,680 7.00 5,240

0 0 0

0 0 0

京都府南部消
防指令セン
ター共同運用
に向けた整備

％

Ｒ９年度の運用開始を目指
し、段階的に整備を実施。

救急安心セン
ター事業

％

困った時の相談できる窓口
が有ることで市民の皆様に
安心を与える。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

高機能消防指
令システム・
消防救急デジ
タル無線の安
定稼働

％

指令システム及びデジタル
無線を２４時間３６５日、
機能を失う事無く稼働させ
るため、計画的な整備と運
用方法のアップデートを図
る。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 716 0

R7 1,000 4

R8 1,000

R9 1,000

主要事業 管理番号 11 防火防災啓発事業

事業概要
各種広報媒体などを活用した広報を実施。火災を早期発見できる住宅
用火災警報器の設置促進、事業所の防災力を向上

1 2 2

安全で心安らぐ
優しいまち

消防
火災予防の充実

強化

担当
（部・課・係・副担当）

消防本部 予防課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・防火意識の啓発
・防火査察
・住宅用火災警報器の設置促進
・事業所の防火管理体制の強化

○住宅用火災警報器の設置促進
・消防フェスで特設ブースを開設した。
○防火査察
・年間計画367件中、360件の防火査察を
実施した。
○防火意識の向上
・火災予防運動等について市広報紙に10回
掲載し、ホームページに9回掲載した。

・防火意識の啓発
・防火査察
・住宅用火災警報器の設置促進
・事業所の防火管理体制の強化

大事業

01 09 01 01 004

・防火意識の啓発
・防火査察
・住宅用火災警報器の設置促進
・事業所の防火管理体制の強化

・防火意識の啓発
・防火査察
・住宅用火災警報器の設置促進
・事業所の防火管理体制の強化

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 消防費 消防費 常備消防費 防火啓発費

1,000

905 716

1,004

1,000

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 11 防火防災啓発事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 12 12 12 12 12

実績 11 10

達成率 91.7% 83.3% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 350 350 350 350 350

実績 281 360

達成率 80.3% 102.9% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 実施 1 1 1 1

実績 実施 1

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

25,082 716 24,366 4.65 5,240

0 0 0

0 0 0

査察件数 件

査察実施計画に基づく計画
対象物数にて設定する。

自衛消防隊訓
練大会の開催

回

自衛消防隊訓練大会の開催
を目指す。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

広報紙等への
掲載回数

回

年１２回（毎月）、火災予
防の推進に関する記事を広
報紙に掲載する。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する） 事業費に対し事業の成果も概ね達成できているため

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 35

R7 40

R8 40

R9 40

主要事業 管理番号 12 防火意識啓発事業

事業概要 査察・広報活動など防火啓発により、市民・事業所の防火意識を高揚

1 2 2

安全で心安らぐ
優しいまち

消防
火災予防の充実

強化

担当
（部・課・係・副担当）

消防本部 消防課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・防火査察
・予防広報
・防火防災体制の強化

・防火対象物に対して防火上の安全を確保す
るため、年間計画に基づき防火査察を実施
・各種火災予防運動等の機会を捉え、消防車
両等による火災予防公報を実施し、市民等に
対して防火意識の高揚に務めた。

・防火査察
・予防広報
・防火防災体制の強化

大事業

01 09 01 01 003

・防火査察
・予防広報
・防火防災体制の強化

・防火査察
・予防広報
・防火防災体制の強化

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 消防費 消防費 常備消防費 警防対策費

40

40 35

40

40

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 12 防火意識啓発事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 270 270 270 270 270

実績 318 303

達成率 117.8% 112.2% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 55 55 55 55 55

実績 31 94

達成率 56.4% 170.9% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 280 280 280 280 280

実績 250 267

達成率 89.3% 95.4% 0.0% 0.0% 0.0%

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

34,619 35 34,584 6.60 5,240

0 0 0

0 0 0

消防車両によ
る火災予防広
報回数

回

過去の傾向（約55回）と
同程度の実施を目指す。

訓練等実施回
数

回

過去の傾向（約280回）
と同程度の実施を目指す。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

査察件数 件

年間計画に基づき、年
270件の防火対象物等に
対する査察を目指す。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 856

R7 859

R8 859

R9 859

主要事業 管理番号 13 消防職員技能向上事業

事業概要
救急救助活動体制の充実強化に向け、救急救命士の養成をはじめ、各
種資格取得や技能講習などの受講、各種訓練を実施、消防職員の知
識・技能を向上

1 2 3

安全で心安らぐ
優しいまち

消防
救急救助体制の

充実強化

担当
（部・課・係・副担当）

消防本部 警防課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・各種資格取得及び技能講習等受講 ・各種資格取得及び技能講習等を受講した。

・各種資格取得及び技能講習等受講

大事業

01 09 01 01 003

・各種資格取得及び技能講習等受講

・救急救命士1名養成
・各種資格取得及び技能講習等受講

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 消防費 消防費 常備消防費 警防対策費

859

2,500 856

859

859

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 13 消防職員技能向上事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 20 20 20 20 20

実績 24 22

達成率 120.0% 110.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

31,772 856 30,916 5.90 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

各種講習等受
講者数

人

資格取得、研修等を計画的
に実施する。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 91

R7 165

R8 165

R9 165

主要事業 管理番号 14 応急手当普及啓発事業

事業概要
市民や事業所などに対して、心肺蘇生法や自動体外式除細動器(ＡＥＤ)
の取扱いなどの普通救命講習、上級救命講習等を実施、救命処置の普
及を推進

1 2 3

安全で心安らぐ
優しいまち

消防
救急救助体制の

充実強化

担当
（部・課・係・副担当）

消防本部 警防課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・普通救命講習会の開催
・上級救命講習会の開催

・普通救命講習会　37回開催（受講者454
人）
・上級救命講習会　4回開催　（受講者22
人）

・普通救命講習会の開催
・上級救命講習会の開催

大事業

01 09 01 01 003

・普通救命講習会の開催
・上級救命講習会の開催

・普通救命講習会の開催
・上級救命講習会の開催

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 消防費 消防費 常備消防費 警防対策費

165

200 91

165

165

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 14 応急手当普及啓発事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 910 910 500 500 500

実績 603 454

達成率 66.3% 49.9% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 40 40 40 40 40

実績 26 22

達成率 65.0% 55.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

22,099 91 22,008 4.20 5,240

0 0 0

0 0 0

上級救命講習
受講者数

人

定員10名×4回開催。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

普通救命講習
受講者数

人

実施に基づき設定。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｃ　目標を達成していない
（達成率８０％未満） 市内中学校１校に対する講習が未実施であったため。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 3,654 0

R7 5,836 0

R8 5,836 0

R9 5,836 0

主要事業 管理番号 200
宇治田原分署における消防
運営事業

事業概要

宇治田原町内において、複雑多様化する災害に迅速に対応するため、消
防施設や消防資機材の充実を図る。また、救急救命率の向上のため、町
民への応急救護知識・技術の普及を図る。さらに、火災予防のため、防
火査察・広報活動を通年で実施

1 2

【安全・安心】 消防

担当
（部・課・係・副担当）

消防本部 宇治田原分署

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・宇治田原分署における消防運営事業

・消防資機材等の充実
　消防用ホース、除細動器用バッテリー及び
ＡＥＤを更新し、消防力の充実強化を図っ
た。
・防火査察
　防火対象物等に対して防火上の安全を確保
するため、年間を通じて防火査察を実施し
た。
・防火防災意識の向上
　事業所等に対して消火器等の取扱い指導を
行い、防火防災意識の向上を図った。
・救急講習等
　救命率向上のため、一般公募や各種団体に
対して普通救命講習会や救急指導を実施し
た。

・宇治田原分署における消防運営事業

大事業

01 09 01 02 002

・宇治田原分署における消防運営事業

・宇治田原分署における消防運営事業

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 消防費 消防費 消防分署費 宇治田原消防分署費

5,836

5,279 3,654

5,836

5,836

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 200
宇治田原分署における消防
運営事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 整備 整備 整備 整備 整備

実績 整備 整備

達成率 100.0% 100.0% － － －

目標 139 245 243 243 243

実績 268 312

達成率 192.8% 127.3% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 21 25 25 25 25

実績 41 26

達成率 195.2% 104.0% 0.0% 0.0% 0.0%

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

82,254 3,654 78,600 15.00 5,240

0 0 0

0 0 0

査察件数 件

計画対象物の棟数にて設定

救急等講習会
開催回数

回

定例１１回＋１４回の開催
を目指す。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

消防資機材の
整備

－

消防資機材の整備を行う。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 4,385 0

R7 6,482 0

R8 6,500 0

R9 6,500 0

主要事業 管理番号 201
井手分署における消防運営
事業

事業概要

井手町内において、複雑多様化する災害に迅速に対応するため、消防
施設や消防資機材の充実を図る。
また、救急救命率の向上のため、住民への応急救護知識や技術の普
及、防火査察、広報活動を通じた啓発を図る。

1 2

【安全・安心】 消防

担当
（部・課・係・副担当）

消防本部 井手分署

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

井手分署における消防運営事業
　複雑多様化する災害対応のため、消防資機
材等の充実を図り、救急救命率の向上及び防
火活動による啓発を実施する。

〇消防資機材の充実
・消防用ホース、トランシーバー、自動体外
式除細動器、各種バッテリーの資機材を更新
し消防力の充実強化や救命率の向上を図っ
た。
〇防火査察
・防火対象物等に対して防火上の安全を確保
するため、年間を通じて防火査察を実施し
た。
〇防火防災意識の向上
・各自治会による自主防災訓練や井手町防災
訓練にて指導を行い防火・防災意識の向上を
図った。
〇救急講習会等
・救急救命率の向上を目指し、普通救命講習

井手分署における消防運営事業
　複雑多様化する災害対応のため、消防資機
材等の充実を図り、救急救命率の向上及び防
火活動による啓発を実施する。

大事業

01 09 01 02 001

井手分署における消防運営事業
　複雑多様化する災害対応のため、消防資機
材等の充実を図り、救急救命率の向上及び防
火活動による啓発を実施する。

井手分署における消防運営事業
　複雑多様化する災害対応のため、消防資機
材等の充実を図り、救急救命率の向上及び防
火活動による啓発を実施する。

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 消防費 消防費 消防分署費 井手消防分署費

6,500

5,601 4,385

6,482

6,500

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 201
井手分署における消防運営
事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 整備 整備 整備 整備 整備

実績 整備 整備

達成率 100.0% 100.0% － － －

目標 142 89 85 85 85

実績 130 79

達成率 91.5% 88.8% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 16 15 15 15 15

実績 21 23

達成率 131.3% 153.3% 0.0% 0.0% 0.0%

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

4,385 4,385 58,688 11.20 5,240

0 0 0

0 0 0

査察件数 件

計画対象物棟数にて設定

救急等講習会
開催回数

回

定例９回＋６回の開催回数
を目指す。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

消防資機材の
整備

－

消防資機材の整備を行う。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度
に維持する） 複雑多様化する災害に対応できる消防力の維持

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上） 防火査察について、使用開始時期が1年未満等による。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 763 13,347

R7 16,000

R8 16,000

R9 16,000

主要事業 管理番号 202
北部分署における消防運営
事業

事業概要

市内（主に北部地域）において、複雑多様化する災害に迅速に対応す
るため、消防施設や消防資機材の充実を図るとともに、救急救命率の
向上のため、市民への応急救護知識や技術の普及、防火査察、広報活
動を通じた啓発を実施

1 2

【安全・安心】 消防

担当
（部・課・係・副担当）

消防本部 北部分署

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・北部分署における消防運営事業

・消防用ホースの購入
・訓練用消火器の購入
・防毒マスクの購入
・特定省電力無線機の更新
・半自動除細動器の更新　　他

・北部分署における消防運営事業

大事業

01 09 01 02 003

・北部分署における消防運営事業

・北部分署における消防運営事業

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 消防費 消防費 消防分署費 北部消防分署費

16,000

15,271 14,110

16,000

16,000

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 202
北部分署における消防運営
事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 整備 整備 整備 整備 整備

実績 整備 整備

達成率 100.0% 100.0% － － －

目標 264 230 230 230 230

実績 269 227

達成率 101.9% 98.7% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 20 20 20 20 20

実績 16 17

達成率 80.0% 85.0% 0.0% 0.0% 0.0%

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

110,526 14,110 96,416 18.40 5,240

0 0 0

0 0 0

査察件数 件

計画対象物の棟件数で設
定。

救急等講習会
開催回数

回

定例12回＋8回の開催を
目指す。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

消防資機材の
整備

－

消防資機材の整備を行う。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）


